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クラスタ駆動基板 ＩＳＰ－０１３は、横５ドットＸ縦７ドット＋４ドット（コロン）用 合計３９個のクラスタを駆動

する基板である。 
本仕様書は、クラスタ駆動基板 ＩＳＰ－０１３の詳細仕様について記載するものである。 

 

1. 外  形                                                     
 ２２０ｍｍ Ｘ １８０ｍｍ （予定） 
 最大部品高さ ２０ｍｍ 
 取り付け穴位置、コネクタ位置等の詳細は、添付レイアウト図を参照のこと。 

 
 

2. クラスタ駆動仕様                                               
（１） 横５ドットＸ縦７ドット＋４ドット 合計３９個のクラスタを駆動する。 

基本的に 入力 データコード８ビット（ＪＩＳ８コード） ＋ アドレス４ビット＋ストローブ１ビット

の信号により５×７ドットマトリックスに英、数、カナ、記号を表示できる。 
入力信号は ＤＶ１２Ｖ  負論理とする。（カスタマイズでＴＴＬレベル入力可能） 

（２） アドレス選択信号４ビットにより基板の選択が可能（最大１６枚）。 
（３） 駆動方式は、スタティック駆動とする。 
（４） ＬＥＤ電源（アノード側コモン）は本基板上にコネクタは搭載無し。（ＧＮＤラインは共通） 
（５） 高耐圧ＭＯＳ－ＦＥＴ（IRFR214） 使用により高耐圧、大電流の制御が可能。 
（６） ＦＰＧＡのプログラミングにより 入力信号をカスタマイズし 出力する（表示する）パターンの

変更が可能。 （同様に 調光制御も可能） 

3. コネクタ接続                                                  
クラスタ駆動基板 ＩＳＰ－００４には、以下の４種類のコネクタを設けている。（CN4 は不使用） 
 

（１） ＬＥＤ電源コネクタ   ＣＮ１： MIC-172037-1 

ピン番号 信号名 備考 

１ ＋１２Ｖ ロジック用電源 

２ ＧＮＤ  

３ ＧＮＤ  

４ ＋１２Ｖ ロジック用電源 

５ ＧＮＤ  

 



（２） 信号入力コネクタ ＣＮ３： HIF3BA-30PA-2.54DSA（ヒロセ） 

ピン番号 信号名 内 容 

１ ＤＡＴＡ １ 入力コード １ 

２ ＧＮＤ  

３ ＤＡＴＡ ２ 入力コード ２ 

４ ＧＮＤ  

５ ＤＡＴＡ ３ 入力コード ３ 

６ ＧＮＤ  

７ ＤＡＴＡ ４ 入力コード ４ 

８ ＧＮＤ  

９ ＡＤＤＲＥＳＳ １ 基板選択用 アドレス 【１】 

１０ ＧＮＤ  

１１ ＡＤＤＲＥＳＳ ２ 基板選択用 アドレス 【２】 

１２ ＧＮＤ  

１３ ＡＤＤＲＥＳＳ ３ 基板選択用 アドレス 【３】 

１４ ＧＮＤ  

１５ ＡＤＤＲＥＳＳ ４ 基板選択用 アドレス 【４】 

１６ ＧＮＤ  

１７ ＳＴＲＯＢＥ データセット用 信号 （立ち上がりでラッチ） 

１８ ＧＮＤ  

１９ ＧＮＤ  

２０ ＧＮＤ  

２１ ＤＡＴＡ ５ 入力コード ５ 

２２ ＧＮＤ  

２３ ＤＡＴＡ ６ 入力コード ６ 

２４ ＧＮＤ  

２５ ＤＡＴＡ ７ 入力コード ７ 

２６ ＧＮＤ  

２７ ＤＡＴＡ ８ 入力コード ８ 

２８ ＧＮＤ  

２９ ＮＣ  

３０ ＧＮＤ  

 
基本動作 

・ ＤＡＴＡ８(MSB) ～ １(LSB) を使用し ＪＩＳ８コードを入力し STROBE 信号の立ち上がりでキ

ャラクタの表示が行えます。 

・ ＡＤＤＲＥＳＳ ４ビットは 本基板が複数ある場合の基板選択用信号であり、基板上のアドレス

設定ディップスイッチで設定された基板へのデータ表示が行えます。 

（時計などの表示を行う為のコロン用アドレス設定スイッチも搭載されています） 

 

カスタマイズ動作 

  ＦＰＧＡ搭載の為、入力信号や出力のパターンを書き換える事で 多彩な用途に使用可能です。



（３）負荷出力コネクタ ＣＮ３： HIF3BA-30PA-2.54DSA（ヒロセ） 

ピン番号 信号名 内 容 
１ Ａ１ 負荷を接続  セグメント Ａ１ （下記参照） 
２ Ａ２ 負荷を接続  セグメント Ａ２ （下記参照） 
３ Ａ３ 負荷を接続  セグメント Ａ３ （下記参照） 
４ Ａ４ 負荷を接続  セグメント Ａ４ （下記参照） 
５ Ａ５ 負荷を接続  セグメント Ａ５ （下記参照） 
６ Ａ６ 負荷を接続  セグメント Ａ６ （下記参照） 
７ Ａ７ 負荷を接続  セグメント Ａ７ （下記参照） 
８ Ｂ１ 負荷を接続  セグメント B１ （下記参照） 
９ Ｂ２ 負荷を接続  セグメント Ｂ２ （下記参照） 

１０ Ｂ３ 負荷を接続  セグメント Ｂ３ （下記参照） 
１１ Ｂ４ 負荷を接続  セグメント Ｂ４ （下記参照） 
１２ Ｂ５ 負荷を接続  セグメント Ｂ５ （下記参照） 
１３ Ｂ６ 負荷を接続  セグメント Ｂ６ （下記参照） 
１４ Ｂ７ 負荷を接続  セグメント Ｂ７ （下記参照） 
１５ Ｃ１ 負荷を接続  セグメント Ｃ１ （下記参照） 
１６ Ｃ２ 負荷を接続  セグメント Ｃ２ （下記参照） 
１７ Ｃ３ 負荷を接続  セグメント Ｃ３ （下記参照） 
１８ Ｃ４ 負荷を接続  セグメント Ｃ４ （下記参照） 
１９ Ｃ５ 負荷を接続  セグメント Ｃ５ （下記参照） 
２０ Ｃ６ 負荷を接続  セグメント Ｃ６ （下記参照） 
２１ Ｃ７ 負荷を接続  セグメント Ｃ７ （下記参照） 
２２ Ｄ１ 負荷を接続  セグメント Ｄ１ （下記参照） 
２３ Ｄ２ 負荷を接続  セグメント Ｄ２ （下記参照） 
２４ Ｄ３ 負荷を接続  セグメント Ｄ３ （下記参照） 
２５ Ｄ４ 負荷を接続  セグメント Ｄ４ （下記参照） 
２６ Ｄ５ 負荷を接続  セグメント Ｄ５ （下記参照） 
２７ Ｄ６ 負荷を接続  セグメント Ｄ６ （下記参照） 
２８ Ｄ７ 負荷を接続  セグメント Ｄ７ （下記参照） 
２９ Ｅ１ 負荷を接続  セグメント Ｅ１ （下記参照） 
３０ Ｅ２ 負荷を接続  セグメント Ｅ２ （下記参照） 
３１ Ｅ３ 負荷を接続  セグメント Ｅ３ （下記参照） 
３２ Ｅ４ 負荷を接続  セグメント Ｅ４ （下記参照） 
３３ Ｅ５ 負荷を接続  セグメント Ｅ５ （下記参照） 
３４ Ｅ６ 負荷を接続  セグメント Ｅ６ （下記参照） 
３５ Ｅ７ 負荷を接続  セグメント Ｅ７ （下記参照） 
３６ Ｐ１ 負荷を接続  セグメント Ｐ１ （下記参照） 
３７ Ｐ２ 負荷を接続  セグメント Ｐ２ （下記参照） 
３８ Ｐ３ 負荷を接続  セグメント Ｐ３ （下記参照） 
３９ Ｐ４ 負荷を接続  セグメント Ｐ４ （下記参照） 
４０ ＮＣ  

 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ    Ｐ 

１      

２       

３        

４      

５      

６        

７      

 

例 
  JIS8 コード ８ (0x38) を入力し  

コロンを表示させた場合のイメージ 
 
 

 


